
 
 

  
 

 
 

                                                               
 

         
 

 
 

 
 

 
       

 
 

 
 

 

 
 

 
         

 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 

 
     

    
 

  
 

 
     
     

  
  

  
 

    
    
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

  



 

 

  
 

 

 

                                                              
 

         
 

 
 

 
 

      
       

 
 
 

 
 
 
 
 

 

     

       

    
                  

     
      

    
  

     
      

 
   
     

       

 
 

       

  

27日

27日



別紙様式３ 
 

令和７年度 夏の「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

 
                                                           市町村名（   霧島市  ） 

事 業 名       ふるさとの時間 実施時期 令和７年７月６日 

趣旨又は目的 

○横川の教育的伝統や風土を生かし、直接的な体験活動を通して、郷土の人間関係を築

き、「郷土愛」・「人間愛」を育てる。 

○異年齢集団による共同活動を行うことにより、他者への思いやりや奉仕の心を育てる。 

○学者融合の視点に立ち、学校・家庭・地域が一体となり取り組むことで、地域の連帯感

を高めるとともに、豊かな心を育てる。 

○ジェンダー平等に関する研修を行うことで、参加者それぞれの職場において、女性が能

力を発揮し、誰もが働きやすい職場づくりの取組に向けた意識の醸成を図る。 

参 加 者       
幼児10名、小学生58名、中学生34名、育成者59名、関係者10名 

合計171名 

活動概要       

○体験学習・・・丸岡公園内及び新しく整備された日本一の長さ（1,616.9ｍ）の「丸岡ゴーカ

ート」のコース上を散策。合計約 3,000ｍ 

○郷土学習・・・「丸岡公園」をテーマとしたスケッチ大会 

○室内研修・・・職場・地域・組織・家庭内等においての、男女平等参画の観点から見た取

り組み方についてワークショップ形式にて学習。（保護者のみ） 

 

  9:00～ 9:15 受付 

  9:15～ 9:30 開会行事 

  9:30～10:30 散策（約 3,000ｍ）子供向け 

  9:30～11:00 男女共同参画に関するワークショップ（保護者向け） 

10:30～11:30 スケッチ大会（テーマ：丸岡公園） 

  11:30～12:00 閉会行事 

 

 ※6/14 に協力中学生打合せ会、8/1 に協力中学生のお疲れ様会を実施。 

 

 

※単位育成会が中学生を選出し、合計 18 名が企画から運営まで参画してもらった。 

※「地域一体として青少年を育む気風」を醸成させるため、横川地区内の企業より協賛品

を提供してもらい、イベントの充実を図った。 

※鹿児島県のアドバイザー派遣事業を利用し、男女共同参画におけるスペシャリストの

「高崎恵」氏を講師として依頼した。 

活動写真       
 

[説明] 
別紙のとおり 

 







別紙様式３ 
 

令和７年度 夏の「郷土に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

 
 
 

                                                             市町村名（  霧島市   ） 
 

事 業 名       
 

 
福山地区子連自主事業福山絆寺子屋 
～ニュースポーツ体験～ 
 

 
実施時期 

 
 2025年6月28日（土） 

 
 

趣旨又は目的 
 
 

 
 
 福山地区子ども会員同士の交流を図り、ニュースポーツの競技を体験する。 
 

 
 

参 加 者       
 
 

 
子ども会員 25名 
役員 ４名 
スポーツ推進委員 ４名 
 

 
 

活動概要       
 
 
 

 
開催場所：福山体育館 
 
・モルック、ペタンク、シャッフルボードをスポーツ推進委員から教わりながら体験する。 
・上記３競技に加え、ふるさと霧島カルタも体験する。 
・各種目30分ずつ、ローテーションで行う。 
 
 

 
 
 
 

活動写真       
 

[説明] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      モルック体験                  シャッフルボード体験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ペタンク体験                 ふるさと霧島カルタ体験 
 
 
 初めて体験する種目もあり、参加者からは楽しかったと感想をもらった。子ども会員同士
の交流もでき、よかった。 
 
 

 

  

  





別紙様式３ 

 

令和７年度 夏の「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 

 

                                                      市町村名（ 伊佐市立羽月西小学校 ） 

 

事 業 名       

 

 

校区夏祭り 

 

 

実施時期 

 

令和７年８月１０日 

（令和7年7月1日～8月31日） 

 

 

趣旨又は目的 

 

 

校区内の融和と親睦を図り、校区の発展と青少年健全育成を目的としている。 

 

 

 

 

参 加 者       

 

 

 

小１……１名  小２……２名   小４……２名  小５……２名 

  小６……５名  コミュティ関係者……１０名    学校職員……２名  

地域の方々……２００名程度   保護者……１５名  合計 約２３９名 

 

 

 

活動概要       

 

 

 

 

 

児童は、オープニングの神輿パレードに参加した。１１名の児童が神輿をかついで、会

場内を２周、練り歩いた。 

 また、ジュース販売では、子ども会主催で、本校児童も販売活動を体験した。 

 さらに、踊りを習っている児童３名が、音楽に合わせて踊った。 

 

 

 

 

 

 

 

活動写真       

 

[説明] 

 

 

 

 

 

 

 神輿パレード  

 有志による踊り 

 



別紙様式 3 
 

令和７年度 夏の「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                           学校名（伊佐市立牛尾小学校） 
 

事 業 名       
 

 
着衣泳体験 

 
実施時期 
 

 
７月12日 

（令和７年７月１日～８月31日） 
 
 
 

趣旨又は目的 
 
 
 
 

 

 ・ 自分の命を守り，水の事故を未然に防ぐため，体験を通して，水の事故に出 
会ったときに落ち着いて対応できる力を養う。 

・ 着衣のままで浮くこと，呼吸を維持すること，救助を待つことといった，水の
事故に対する理解と技能を身に付ける。 

 

 
 

参 加 者       
 

 

 
牛尾小学校   児童  22名 

職員  10名 
計32名  

 
 
 
 

活動概要       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９：３５〜 プール集合完了   全体指導・準備運動 
９：４０〜 １・２年生は，小プールにて着衣泳 

（指導者：１・２年担，すくすく担） 
   ３〜６年生は，大プールにて着衣泳 

（指導者：３・４年担，５・６年担，のびのび担） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１０：０５〜  集合・整理運動 
１０：１０〜  後片付け・解散 

 
 
 
 

活動写真       
 

[説明] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

何も使わずに浮く練習をする。 

 

【指導例】おぼれたときにどうするかを体験的に学ぶ。 
① 着衣の状態で水に入る。 
② 動いたり，泳いだりしてみることで，衣服の重さを体験する。 
★ 溺れた時の対処法についての指導。 
  （暴れない，脱力する，体内に空気を入れる，空を見る，等） 
③ ペットボトル等の道具で浮く練習をする。 
④ 服に空気を入れて浮く練習をする。 
⑤ 何も使わずに浮く練習をする。 
⑥ 服を脱ぎ，水着の状態で浮く練習をする。 
★ 溺れた人を見たときの対処法についての指導 
  （助けに行かない，浮く物を投げる，大人を呼ぶ，等） 



別紙様式 3 
 

令和７年度 夏の「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 
 
 

                                                           学校名（ 伊佐市立曽木小学校 ） 
 

事 業 名       
 

 
灯ろうづくり 
 

 
実施時期 
 

 
令和７年７月１２日 

（令和7年7月1日～8月31日） 
 
 

趣旨又は目的 
 

 
 

 
 
◯ 地域の方や友達と一緒に、協力して楽しく灯ろう作りをし、校区の夏祭りの飾り付けを

する。 
 

 
 

参 加 者       
 

 

 
 
曽木小学校児童及び保護者，学童クラブ，コミュニティ役員，学校職員 
 
 

 
 
 
 

活動概要       
 
 
 
 
 
 
 

 

 
１ はじめの言葉 
 
２ 灯ろう作りの説明・製作 
 
  材料 
   牛乳パック  割りばし  セロテープ  絶縁テープ  マジック 
   紙  ひも  ラミネート  はさみ  定規  下絵  えんぴつ 
 
３ 作品の鑑賞 
 
４ 終わりの言葉 
 

 
 
 
 
 
 

活動写真       
 

[説明] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【製作活動】 
 
 コミュニティの方が、作り方を説明して、灯ろうづくりをしました。 

   
牛乳パックを切る作業は、力がいるので、地域の方や保護者に手伝ってもらう子供もい

ました。 

   
自分の好きな絵を描いて、灯ろうにセットして、割りばしで固定したら、立派な灯ろうの

完成です。夏祭りでは、受付のテントに飾り付けられました。 
 



別紙様式３ 
 

令和７年度 夏の「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 
 
 

                                                              伊佐市立菱刈中学校 
 

事 業 名       
 

 
情報モラル教室 

 
実施時期 
 

 
令和７年７月９日 
 

（令和7年7月1日～8月31日） 
 
 
 

趣旨又は目的 
 
 
 
 

 
⑴ 情報社会における正しい判断や望ましい態度を育てる。 
 
⑵ 情報社会で安全に生活するための危険回避の方法の理解やセキュリティの知識や

技術、健康への意識を高める。 
 
⑶ 長期休業前に、ネットの危険性を理解し、モラルをもって使用できるように判断力等を

育てる 
 

 
 

参 加 者       
 
 
 

 
 

生徒１２２名・職員１０名 
 

 
 
 
 

活動概要       
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 当日の流れ 
 １３：５５～１４：００ 開会のことば、講師紹介 
 １４：０５～１５：１５ 講話 
 １５：１５～１５：２０ お礼のことば 
 １５：２０～１５：４５ 感想文記入 
 
２ 学習内容 
 ① ネット詐欺 ②ネットいじめ ③不確かな情報拡散 ④ 誘い出し、なりすまし 
 ⑤ 個人情報の管理 ⑥ネット詐欺 ⑦著作権・肖像権 
 
３ 講師 
 e-ネットキャラバン 福山泰仁 氏 (株式会社シナプス) 
 

当初、体育館で予定されていたが、感染症流行のために各学級にて校長室からオンラ
インで行った。 

 
 
 
 

活動写真       
 

[説明] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  各学級でモニターにて授業を受けた。   校長室より各会場でオンラインで講義。 
 
 
 
 
 

 
 




















